内容
概要
このドキュメントでは、仮想スーパーバイザモジュール(VSM)が誤って削除され、分散仮想スイッチ(DVS)がCisco Nexus 1000V vCenterに表示され続ける場合のソリューションについて説明します。
前提条件
要件
このドキュメントに特有の要件はありません。
使用するコンポーネント
このドキュメントの内容は、特定のソフトウェアやハードウェアのバージョンに限定されるものではありません。
このドキュメントの情報は、特定のラボ環境にあるデバイスに基づいて作成されました。このドキュメントで使用するすべてのデバイスは、初期(デフォルト)設定の状態から起動しています。対象のネットワークが実稼働中である場合には、どのようなコマンドについても、その潜在的な影響について確実に理解しておく必要があります。
表記法
ドキュメント表記の詳細は、『シスコ テクニカル ティップスの表記法』を参照してください。
問題
DVSが削除される前に、VSMが誤って削除されました。VSMを削除する前に、DVSをvCenterから正常に削除する必要があります。
解決方法
このソリューションを使用して、問題を解決してください。
一時的なVSMを導入します。
スタートアップコンフィギュレーションを復元します(少なくとも以前のスイッチ名を復元します)。
vmware vc extension-key <extension-id>コマンドを入力して、新しい制御プロセッサ(CP)を現在のDVSに接続します。このコマンドのextension-idは、DVSに関連付けられているextension-idと同じである必要があります。extension-idは、次の2つの方法のいずれかで検索できます。
方式 1
vCenterで、ネットワーキングビューに移動します。
右側のペインで、DVSを選択します。
[サマリー]タブをクリックします。拡張キーは[注釈]の下に表示されます。
方式 2
vCenterのmobに移動するには、https://<VC_IP_ADDR> /mobを参照します。
rootFolder "group-d1"に移動します。
Datacenter-IDを含む「childEntity」からデータセンターを検索します。(データセンターをクリックすると、それに関連付けられた名前が表示されます)。
データセンターからネットワークフォルダに移動します(たとえば、「group-n6」)。
ネットワークフォルダから、子エンティティ(たとえば「group-n373」)を選択します。
childEntityで、DVS("dvs-7"など)をクリックします。 拡張キーは、DVS設定属性の下にリストされます。
vmware vc extension-key <extension-id>コマンドを入力して、VSMにextension-idを割り当てます。
show vmware vc extension-keyコマンドを入力し、CPの新しい拡張キーを確認します。
VSMを保存してリブートします。
次の手順で、MOB(Unregister Extension API)を使用してVCに存在する拡張キーを削除します。
拡張マネージャに移動するには、https://<VC_IP_ADDR>/mob/?moid=ExtensionManagerを参照します。
[Unregister extension] (https://<VC_IP_ADDR.>/mob/?moid=ExtensionManager&method=unregisterExtension)をクリックします。
Cisco_Nexus_1000V_ <リカバリするDVSのキー> (DVSに接続されている拡張キー)を入力します。
[メソッドを呼び出し]をクリックします。
拡張キーを再登録します。ブラウザからXMLファイルを取得する場合は、XMLファイルをダウンロードする前にブラウザを更新します。
拡張プラグインを再登録します。
Server Virtualization Switch(SVS)接続プロパティを設定します(例:VC IP、ポート、データセンター名)。
SVS接続に接続します。
VSM上のSVSコンテキストから、no vmware dvsコマンドを入力して、DVSを正常に削除します。
DVSがvCenterから削除されていることを確認します。
一時VSMを削除します。
関連情報